
                                                                                           

                                                                            

                                                

 

 

 

 東関東大震災にも耐えた! 
「吉岡まちかど博物館リニュ－アルオ－プン」 

平成 23年 10月 30日(土)吉岡本家にて 

平成１6 年１０月に「吉岡まちかど博物館」を開館してから 7 年、シロアリに柱や梁が侵食

され 2 階部分の見学を人数規制していましたが、印西市のまちづくりファンドの助成を受け、

さらに分家の二見屋さんから木材の寄贈など多くの方からの協力もあり、平成２３年１０月 

リニュ－アルオ－プンすることができました。 

 また、今回のリ

ニュ－アルオ－プ

ンの展示では、 

木下河岸の真野暁

亭の絵図や、鉄舟

の書、母屋内の開

かずの金庫にあった

史料など、新しい

資料を吉岡本家吉

岡重弘氏から提供

を戴きました。 

さらに、銚港丸

誕生史料を山本鉱

太郎氏から寄贈を

受け、史料の里帰

りが実現しました。 

 備品の購入におい

ても、パルシステム 

千葉ＮＰＯ活動助

成を受け、今後の事業に活用することができました。 

吉岡まちかど博物館は、「木下まち育て塾」

が運営を行っております。利根川水運により繁

栄した木下河岸の歴史を受け継ぎ伝えていく

シンボルとして、今後も木下地区を代表する 

市民交流拠点となるよう、みなさんに来館して

いただきたいと思います。 

 

開館日 毎月第１土曜日 13時～16時 

入場料 無料 

(定期開館外の団体見学はご連絡下さい) 

まち育てだより 
木下まち育て塾 
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